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N-1(な 豸ワン )グランプリ参 加 店 (全 8店 舗 ) 注
意

事
項

■イ ベ ント 時 間 、内 容 、出 店 者は

予 告 な く変 更 とな る 場 合 がご ざ い ま す

■荒 天 、天 災 等 に より 中 止 とな る 場 合 か

ご ざ い ま す

・提 供 料 理 １食 の 予 定 販 売価 格 は 変 更に な る

場 合 が あり ま す O予 め ご 了 承く だ さ い。

参 加 店 の 自 慢 の 寺 島 な す 料 理 を 味 わ っ て、（1食/350円 ～700円 ）

あ な た の 好 み に 一 票 入 れ ま し ょ う ！

投 票時 間 11:30~15:00

グランプリ発表 16:00
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芒 型
心 ？‾S凵 工‾“11111JｊJilＳＸＸ　　　ｊ　ｊ？７７？７７ザ ヤ

幻の 江 戸東 京 野菜「寺 島 な す」を 食 ぺ て みよ う ！

r寺 島 な す亅 は 江 戸 時 代頃 、寺 島 村（現 醴田 区 東

向 島 ）で 齷 ん に栽 焙 さ れ て い た た め、

そ の 名 が付 き まし た。

墨田 区 から 膣 地 が 消え 、一 度 は 幻と な っ た

「寺 島 な す」で す が、墨 田 区 東向 烏 の 市民 の力 で

復活 し まし た！

栽培 が難 し く 、お 店 で は な かな か買 え な い

r寺 島 な す亅 が食 べら れる チ ャ ン スで す！

水 口

ひ

iy

ｊ･L

青果 リ レ ーと は

聖火 の 代 わり に寺 島 な す（青 累 ）を 持っ て 、

す み だ 公園 と「た も んじ 交 流 嵐園 」潤 の 商店 街、

デ ィ サ ービ ス 碆の 介 瓣 施 酘 等を 駆 け 抜 け ま す。

１７：００

●●y●’●

|寺
島 な 1･ｽｲｰﾂづ

'芍 a71rE‰)な 萼がまま筐か

丶

《マ 儿 シ ェ プ ース 》

・寺 島な 亨ぽ か た も んじ 交 流 農園 産野 菜

販 売

・佐 々木 農園 産 ・や ち ゃ ば 野 菜 販 売

・寺 鳥な すグ ･yズ 販 売

・寺 鳥 な す 図砂 糖 潰 け （寺 島 茄 子 之 漬 け）

・寺 島 な す 叨 パ ウン ドヶ －キ

ぶ 七で 回心 。

・移 動 図 書 館 （陳 列 Ｌ乙 あ 4,本 は 無 償 芒 差 し 上 げ ま す ｡）　　　　　！

・祈 り 紙 芒 印 紙 飛 行 機 コ ン テ ス ト

折 り 紙 i!紙 飛 行 機 包 作 っ 乙 誰 が一 番飛 ば す か（景 品 あ り ）幼 児 か ら 参 加 で き ま 了 。

（学 生 が 折 り 方 を 手 伝 い ま す よ ）

・け ん 玉 遊 び ､読 み 聞 か せ ､手 品 ､ク イ ズ な ど 子 ど も た ち が 楽 し 必 ま す 。

・飲 み 物 吻 販 売

・寺 島 な す茶 叨 賦 飲

・ぼ か飲 み物 販 売

お 問 い 合 わ せ 先

主 催 ：ＮＰＯ法 人 寺 島 ・玉 ノ井 まちづくり 協 議 会

協 力 ：（一 社 ）て んてん /（一 社 ）東 京 都 中 小 企 業 診 断

墨 田 区 商 店 街 連 合 会 （一 社 ）墨 田 区 観 光 協 会

音 響 協 力 ：岸 野 雄 一 （ESN il･み だ）ダ　 `‘ｋ　亠 亠 一二

口
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